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先週の復習：コースデザインとは 

－日本語のコース全体の設計のこと 
 

 コースデザインについて知ることによって、教師、
学習者、教材、教え方、評価など、日本語教育
の中での、様々な概念の位置づけや関係性が、
イメージしやすくなります。 
 



今週 

 先週は、日本語教育実習を題材にワークショッ
プを行いました。 
 

 今週は、その他のケースも想定して進めます。 



調査① 学習者の背景調査 

母語 

職業 

来日の時期 

滞在予定期間 

将来の予定・目標 

日本語学習歴（または他の言語を勉強
したか） 

日本人との接触の有無など 
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コースデザインの流れ 

 第１段階：調査・分析 

  学習者の背景情報の収集 

    例）学習の目的、学習の適性、既習事項など 

  ニーズ分析、レディネス分析、目標言語調査 

 第２段階：計画・決定 

  何を教えるかを決める ⇒シラバスデザイン 

  どのように教えるかを決める⇒カリキュラムデザイン 

  教材の選択 

 第３段階：実行  

   教育の実施、テスト 

 第４段階：評価 

   評価、相談 
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第１段階  調査・分析 
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調査① 学習者の背景調査 

母語 

職業 

来日の時期 

滞在予定期間 

将来の予定・目標 

日本語学習歴（または他の言語を勉強
したか） 

日本人との接触の有無など 
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調査②ニーズ分析 

 学習目的は何か、学習者はどのような日本語を必要と
しているのかを正確に把握すること 

 

 a. 学習者のニーズを知る 

  日本語学習の目的、身分・立場による日本語の必要度 

  

 b. 社会的なニーズに関する情報収集（目標言語調査） 

  ー学習者がどのような場面、どのような活動、どのよう  

   な日本語を必要としているか。 

  ー言語技能（話す、聞く、読む、書く）や語彙を特定 
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調査③レディネス分析（学習への準備態勢） 

  

 学習者がどのような状況にあるか 

 ー日本語習得の適性、学習条件（可能な学習時
間、利用できる機器、スマホ・SNS利用など） 

 

 人的リソース（質問や会話や相談の相手
になる日本人など学習の支援者は誰か） 

 

 学習者のスタイル 
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調査④目標言語調査 

  

 

 言語が使われている現場に滞在して言語デー
タを収集し、分析する こと。 
 

– 例えば、医療・看護の現場 

介護福祉士が、利用者や同僚とどのようなコミュニ
ケーションを取り、どのような会話をしているのか。読
み書きに関してもどのような能力が必要になるのか。 
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第２段階  計画・決定する 
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コースデザインの流れ 

 第1段階：調査・分析 

  学習者の背景情報の収集 

    例）学習の目的、学習の適性、既習事項など 

  ニーズ分析、レディネス分析、目標言語調査 

 第2段階：計画・決定 

  何を教えるかを決める ⇒シラバスデザイン 

  どのように教えるかを決める⇒カリキュラムデザイン 

  教材の選択 

 第3段階：実行  

   教育の実施、テスト 

 第4段階：評価 

   評価、相談 
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計画・決定① シラバスの計画・決定 

 シラバス・デザイン 

  ＝何を教えるかを設定すること、 

 

 シラバス…決定された教授項目の一覧、リスト 

 

※言語教育においては、どのような項目を中
心に、どのような順番で教えるかを決める
には、いろいろな方法があります。 

 →シラバスの種類を見てみよう！ 
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シラバスの種類 

 



構造シラバス（文型シラバス） 

 教えるべき項目を文型で提示したシラバス。 
– 「～は～です」、「～は～じゃありません」、 
「～ないでください」、「～ても、～します」など。 

– 多くのテキストで採用されてきた。 
 

– やさしいもの ⇒ むずかしいもの 
 



『みんなの日本語』で学ぶ文型例 

 第一課：（人）は～です。  
 第二課：これは（物）です。  
 第三課：ここは（場所）です。（場所）はどこですか。 
 第四課：～時から～時まで～ます。  
 第五課： （人）と（場所）へ（手段）で行きます。 
 第26課：～んです 

      ～んですが、～ていただけませんか      



場面シラバス 

 学習者がコミュニケーションする必要のある「場
面」を集めて作成したシラバス 
– 「郵便局にて」、「空港にて」、「不動産屋にて」 
– 「レストランにて」 
– 医療場面 
「検温にて」、「申し送り」 

– ビジネス場面 
「アポ取りの電話」、「顧客のクレーム処理」 





話題（トピック）シラバス 

 学習者の学習目的となっている「話題」を集めて
作成したシラバス 
– 「高齢化社会」・「老老介護問題」 
– 「女性の職場進出」 
– 「地球温暖化に関し」 
– ※一般的には中・上級者向けだが、日常生活
に身近な話題で、語彙も多すぎないよう工夫
すれば初級者にも使用できる。 
 

 
 



機能シラバス 

 言語のコミュニケーションで果たす「機能」を集め
て作成したシラバス 
 
– 「依頼」、「勧誘」、「断り」、「謝罪、「感謝」、
「許可」 

– 依頼 ⇒ 「～んですが」、「～していただけな
いでしょうか」、「～ていただきたいんですが」
etc 
 





技能（スキル）シラバス 

 ４つの技能、「読む」「書く」「話す」「聞く」について、
それぞれの下位技能を取り上げて、配列。 
 

【例】 
 聞く：「大意を聞き取る」、「必要な情報を聞き取る」 
 読む： 

– 「全体の要旨をざっとつかむ」  
– 「特定の項目だけをさがして読む」 

 聞く・書く 
– 講義を聞いて、ノートを取る 



タスク（課題）シラバス 

 京都旅行へ行く計画を立てる 
 

 アパートを借りる 
 

 宅急便を出す（宛名を書く必要あり） 
 

 



タスク２（タスク１は先週） 

教科書の目次を見てみましょう。このような 
目次の教科書の場合、何を中心にしたシラ 
バスだと予想できるでしょうか。 

 



目次例 
 
住宅事情 
結婚と女性の社会進出 
高齢化社会 
平等社会と中流意識 
教育 
日本的経営 
日本人の労働観  
集団意識と肩書き 
社会保障と社会参加活動  





各シラバスにおける項目の提示順は？ 

 各シラバスにおいて、学習項目の提示順はどう
なっているでしょうか？ 
 

 これは実は大きな問題です。 



タスク３ どのシラバスがいいでしょう 

 
 次のケースでは、何を学ぶ必要があるでしょう。 
 そのためにどのシラバスを採用するのが最適で
しょうか。 



ケース１  Jリーグ監督 

 首都圏にあるJ１サッカーチームの監督 
 ブラジル出身（ポルトガル語中心、英語もコミュ
ニケーション能力あり） 

 通訳はいるが、できれば直接、選手にことば掛
けしたい 

 日本語はゼロ初級。 
 配偶者（ブラジル人）と暮らす。配偶者も日本語
はゼロ初級。 



ケース２ 地域のボランティア日本語教室 

 学習者は日本人の夫を持つ外国人家事専業主婦 
 子育て中 
 毎回（週に1回）出席するのはむずかしい 
 日本語は生活の中での習得もある 
 日本語能力試験を目指しているわけではない 



ケース３ 東女の日本語教育実習 

 ５日間のコース 
 最終日に発表会あり 



ここで重要なポイント 

 教室とは・授業とは、 
 

 現実の社会にでるための準備の場所か 
 

 現実の社会そのものか 



高田馬場の活動の場合 

 「現実の社会そのもの」として、 
 

 教室・授業ではなく、あえて「活動」と呼んでいる。 
 

 批判的言語教育 
 

 スマホ 



計画・決定② カリキュラム・デザイン 

 シラバス・デザインを具現化するためのデザイン 

（教材作りと密接な関係があります） 

– 何課で構成するか 

– 学習時間の設定 

– 各課の構成 

– 教室活動の想定 

– その他 

 
35 



計画・決定③ 教材の選択（教材作成） 

 コースデザイン、カリキュラムデザインに基づい
て、作成されたものが教材 ⇔ まずはじめに教
材ありきではありません！ 

 

 しかし、実際には、市販の教材を使用することも
少なくありません（その場合でも手製の副教材を
使用する場合がほとんどです） 

 

 市販の教材の分析をすることも大切です！ 
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タスク４  教材分析 

教材分析 
『みんなの日本語』 

 
覚えていますか？ 



来週までの課題 

 ２年次に『みんなの日本語』 4課の分析に始

まり、教案を書き、教具やワークシートを作っ
ていった道のりを振り返ってみましょう。 
 

 「学びのノート」はまだ手元にありますか。振り
返ってみてください。 
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